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コメント 

応募者は、これまでに世界に先駆けて発見したアミノ基キャリアタン

パク質AmCPが、アーキアの一次代謝だけでなく、放線菌やさらには一

般的な細菌の二次代謝化合物生合成に関わることを見いだしてきた。本

研究は、一次代謝ではメタボロンのキータンパク質としての機能、二次

代謝ではAmCPが関与する新規化合物の生合成経路の解明を目指してい

るものである。応募者の発見に基づく独創的な研究であり、学術的に目

覚ましい展開が期待され、将来的にはユニークな有用物質の生産にも繋

がる可能性がある。 

以上の理由により、本研究は基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題で

あると判断した。 
 

 
 


